
 

令和２年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【 京都市 】 

学校名【 京都市立祥栄小学校 】 

１実践テーマ  Ⅱ ･ Ⅲ ･ Ⅴ  

２実施対象者 
（学 年 ･人 数） 

５年 67名（男子３６名 女子３１名） 

３展開の形式 （１） 学校における活動 
① 教科名（       ） 

② 行事名（       ） 
③ その他（総合的な学習の時間・特別活動「人権学習」） 

（２） 地域における活動 
① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４ 目 標 
（ねらい） 

・車椅子を使って生活する苦労や工夫を知り，体験を通して考
え，障がいをもった方たちと共生する社会について考える。 

・車椅子バスケット選手の方の話を聞いたり，競技用車椅子の
使用体験をしたりして，誰もが気持ちよく生きるために必要

なことについて自分の考えをもち，実践していこうとする心
情を養う。 

５ 取組内容 ① 事前学習 
・車椅子の乗り方・介助の方法について知り，使用者がどのよう 

な苦労や工夫をしているか知る。 
・車椅子の体験を行い，生活する上ではどのような問題があるか 

予想し，調べる。 
・パラリンピックについて知り，競技の意義や目的，種目などに 

ついて知る。 
②車椅子バスケット体験 

・車椅子バスケットというスポーツについて知り，競技用車椅 
で走行体験・車椅子バスケット体験をする。 

・車椅子バスケットの競技者 
 から話を聞き，誰もが気持 

ちよく暮らせる社会の在り 
方について考える。 

・車椅子バスケットの競技者 
 からの講話や体験を通して， 

人間の強さ・生きがい・仲 
間・豊かな生活等について 

考える。 
・友達との意見交流やこれまでの学習を通して，誰もが気持ちよ 

 く生きることができる社会の実現に向けて自分の考えをもち， 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



 実践していこうという心情を養う。 
 

 
 

 
 

 
 

 

６ 主な成果 

 

講師の２人は，交通事故が原因で車椅子での生活を余儀なくさ

れた。足が動かなくなったという現実を受け入れること，リハビ
リのつらさ，両親や友だちのはげましへの感謝等の話に，子ども

たちは感銘を受けていた。最後に，事故にあわないようにみんな
に気を付けてほしい，違法駐輪やごみのポイ捨て・つばはき等を

しないでほしいという話があった。車椅子を使う人にとって，捨
ててあるガムを踏むと直接手で触れてしまうことになり，大変だ

ということであった。 
みんなが社会で大切にされ，共に生きていくために今まで気づ

かなかった視点があることを知ることができた。また，学校の中
で調べ学習をするだけでなく，実際に経験されている方の話には

説得力があり，ふれあうことで実感を伴う障がいについての理解
ができた。また，つらいことがあっても前向きに生きよう，前に

進んでいこうということが子どもたちの 
 

～児童の感想より～ 
・私は車いすバスケの体験を通して，車いすで過ごすことの大変 

さを学びました。ボールを追いかける時に，自分が行きたい方
向になかなか上手に動くことができず，とても苦労しました。

選手の二人はとても速く，まるで自分の足のように車いすに乗
っていてすごいと思ったし，こんなに上手に乗れるようになる

まで，きっとたくさんたくさん練習したのだろうなと思い，感
動しました。 

・２人の選手の話を聞いて，これからは私も，困ったことや難し 
いことにぶつかった時にすぐにあきらめるのではなく，納得 

いくまで一生懸命取り組める人になりたいと思いました。 
・ぼくは，アップスの選手の話を聞いて，ぼくたちが当たり前に 

できることでも，車いすの人にとってはとても大変なことがた
くさんあるのだとわかった。だからこれからは，歩道に自転車

が飛び出していたらはしに寄せたり，自分自身も友達と帰る時
などに，道いっぱいに広がったりしないように気を付けたいと

思った。みんなが過ごしやすい町になるよう，ひとりひとりが
しっかり考えて行動することが大切だと思った。 

・最後に山本選手が言っていた「みんなにやさしい町」という話 
が心に残りました。ガムやごみなどが落ちていないきれいな町

は，車いすに乗っている人だけでなく，私たちみんなが過ごし
やすい町なんだということに改めて気づきました。私一人にで

きることは少しでも，祥栄小学校の子ども全員が一日に一つご
みを拾ったらとてもたくさんのごみを拾えるし，そうやって協

力して，みんなにやさしいよりよい町にしていきたいです。 



７実践において
工夫した点 

（事業の特色） 

・事前学習を行い，児童には車椅子の体験や介助体験を経験する 
ことで，課題意識をもって調べ学習を行うことができた。 

・実際に車いすを利用している方の話を聞き，体験を伴う活動を 
行うことで，大きな教育効果が得られ，社会の中で，「ともに 

生きるとは」「自分たちができることは何か」など自分たちの 
こととして考えることにつながった。 

・子どもたちの活動を多く取り入れ，体験を伴った確かな理解へ 
とつなげられるような授業内容を工夫した。 

８主な課題等 ・児童の豊かな学びにつながる貴重な活動であるので，継続的に 
取り組めるように予算の確保をしていく 

・保護者や地域の方に参観してもらうなど，学習内容の周知や啓
発活動もしていく。 

９来年度以降の

実施予定 

・本校では，1年～6 年の人権教育の一環として，毎年5年が 

車椅子体験を行う学習計画を立てている。来年度も，車椅子バ 
スケットの選手に来ていただき，講話を聞いたり，車椅子バス

ケットの体験をしたりして学習を深めていきたい。また，様々
な競技の方のお話も聞ける機会がもてるよう考えていきたい。 

 


